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図J-3(a) コンソーシアの必要性 図F-3(a) コンソーシアの必要性
（日本） （フランス）
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図J-4 Ｒ＆Ｄの効率化を図る課題 図F-4 Ｒ＆Ｄの効率化を図る課題
（日本） （フランス）
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a.Ｒ＆Ｄの成果を生産につなげる努力（市場ニーズへの適用強化） {図J-4 − 図F-4参照}
b.Ｒ＆Ｄ活動の投資効率の（定量的）評価{図J-6 − 図F-6参照}により重点をおいている。
















b.研究開発部門長の地位が向上してきており {図J-7 − 図F-7参照}、経営層自らが研究開発部門を
リ−ドしている場合が多く見られる。









































































○ 講演会等／Lectures at NISTEP
・7/25 (金) 「価値開発手法」について
江崎 通彦 （朝日大学情報管理学科教授）
○ 主要来訪者一覧／Foreign Visitors to NISTEP
・7/14 肖 広嶺（Xiao Guangling）
（中国 精華大学人文科学・科学技術社会論専攻副教授）
・7/16 Martin Fransman
（エジンバラ大Institute for Japanese-European Technology Stydies,Director）
・7/31 柳 時權（Yu Shi-Kwon）ほか１名
（韓国租税研究院先任研究員）
○ 人事往来
・ ７月１６日付けで、添嶋一第三調査研究グループ総括上席研究官が原子力安全局核燃料規制課
安全審査管理官に転出し、後任には渡辺俊彦情報分析課長が就任しました。 
又、後任の情報分析課長には吉水正義企画課長補佐が就任しました。
○ 海外出張
・ 6/27-7/5 藤垣第二研究グループ主任研究官（オランダ、フィンランド）
・ 7/25-8/2 丹羽所付（アメリカ）
・ 7/26-8/3 藤垣第二研究グループ主任研究官（アメリカ）
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